
聖歯？
ｰ

～

一
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
〃
町
民
文

化
祭
″
は
今
年
で
三
Ｍ
Ｈ
。
毎
年
十
一

月
三
Ⅱ
の
〃
文
化
の
Ⅱ
〃
に
ち
な
ん
で

二
Ⅲ
か
ら
川
Ⅱ
ま
で
の
三
Ⅱ
間
行
わ
れ

て
い
る
が
、
今
年
ほ
ど
賑
わ
い
を
み
せ

た
年
は
な
か
っ
た
。

初
Ⅱ
に
当
た
る
二
ｕ
は
、
ま
だ
準
備

し
終
わ
っ
て
い
な
い
所
も
あ
る
せ
い
か

午
前
中
は
観
客
も
ま
ば
ら
だ
っ
た
。
そ

れ
で
も
午
後
に
な
る
と
、
民
謡
・
手
踊

り
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

二
Ⅱ
目
は
〃
文
化
の
日
″
で
あ
り
、

各
学
校
の
学
芸
発
表
が
あ
っ
た
た
め
か

会
場
は
超
満
員
。
そ
れ
こ
そ
蟻
の
這
い

仕
る
ス
キ
も
な
い
ほ
ど
に
観
客
が
集
ま

っ
た
ホ
ー
ル
で
は
、
「
奴
物
語
」
「
サ

ル
カ
ニ
合
戦
」
な
ど
子
供
た
ち
の
芸
に

大
喝
釆
．

来
年
は
、
も
っ
と
も
っ
と
す
ば
ら
し

い
も
の
に
盛
り
上
げ
よ
う
。

盛
況
だ
っ
た

菫
一
面
金
木
町
民
文
化
祭

之 ＝ 一 転…
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金…木…だ醒翼…よ…り

十
一
Ⅱ
卜
大
Ⅱ
、
金
木
町
中
公
塒
に
雌
ま
っ
た
人
た
ち
の
側

央
公
雌
鯨
で
「
一
Ⅱ
税
務
将
」
心
を
よ
ん
で
い
ま
し
た
。

が
川
没
さ
れ
、
Ⅱ
Ⅷ
わ
た
し
た
と
こ
ろ
で
、
税
金
の
仙
い
み

ち
が
無
意
維
に
納
め
て
い
る
税
角
を
知
っ
て
い
主
す
か
。

金
が
こ
う
い
う
も
の
な
の
か
と
わ
た
し
た
ち
の
汗
し
と
雌
も

悔
接
な
側
係
に
あ
る

〔
｜
日
税
務
署
〕

××××x
xxxxX
X×xxx
x…《x
XXxXx
x X

識蔓X
×

xxxxx
xXxxx

税
金
の
使
い
み
ち

知
っ
て
ま
す
か

の

悔
接
な
側
係
に
あ
る

の
が
税
金
で
す
。
稚

校
・
公
趾
航
・
児
飛

節
・
柄
院
・
老
人
ホ

ー
ム
・
化
宅
な
ど
の

地
物
や
、
公
剛
・
グ

ラ
ン
ド
・
道
路
な
ど

の
惟
伽
弊
、
数
え
あ

げ
た
。
ｂ
切
り
が
な
い

ほ
ど
で
す
。
川
悦
一

○
○
○
円
刈
り
の
使

い
み
ち
を
み
ま
す
と

国
民
の
健
唯
や
生
活

を
守
る
た
め
に
二
山

一
円
、
化
七
・
近
路

に
一
凡
○
川
、
教
育

・
科
挙
に
一
二
○
円

、
地
力
財
政
援
助
に

一
七
三
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た

地
方
財
政
援
助
で
は

グー

苛
森
県
か
ら
雌
め
た
脚
税
の
三

．
〃
僻
が
交
付
金
や
補
助
金
と

し
て
昭
和
Ⅲ
十
一
年
座
喋
に
入

っ
て
き
て
い
ま
す
。

教
育
側
係
で
は
、
小
学
生
一

人
羽
り
三
○
万
一
千
円
、
小
学

唯
三
几
〃
三
千
円
、
商
校
生
山

○
〃
九
千
円
、
大
学
化
一
二
八

万
川
が
、
教
科
件
・
教
材
・
紬

食
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
わ
た

し
た
ち
の
生
椚
を
助
け
て
負
仙

が
帷
く
な
る
よ
う
使
わ
れ
て
い

ま
す
。と

こ
ろ
で
、
一
川
に
税
金
と

い
っ
て
も
内
奔
が
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
一
つ
は
直
接
税
で

す
。

商
啼
主
な
ど
が
も
う
け
の
中

か
ら
納
め
る
叩
杵
所
柵
悦
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
細
川
の
給
料
の

叩
か
ら
納
め
る
源
泉
所
柵
税
、

会
社
が
利
碓
の
中
か
ら
納
め
る

法
人
税
、
財
雌
を
杣
統
し
た
人

が
納
め
る
州
統
税
や
、
も
ら
っ

た
人
が
納
め
る
賊
恥
悦
な
ど
が

吹
嫉
税
で
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
滴
滴
・
ビ

ー
ル
な
ど
の
仙
烙
に
含
ま
れ
る

椚
税
、
テ
レ
ビ
・
ス
テ
レ
オ
な

ど
の
川
枯
に
含
ま
れ
る
物
仙
税

比
金
木
町
澗
防
川
輔
六
分
Ｍ

足
の
藤
元
淌
氏
は
、
秋
の
化
仔

者
叙
勲
に
上
り
、
勲
Ｌ
ハ
呼
瑞
飛

軟
を
受
唯
さ
れ
ま
し
た
。

藤
元
氏
は
、
昭
椥
十
山
年
山

川
弊
防
川
に
人
川
以
来
、
川
几

十
年
一
川
ま
で
数
多
く
の
功
絨

を
成
し
、
わ
が
身
の
危
険
を
職

の
よ
う
に
、
姉
物
を
買
っ
た
人

な
ど
が
雌
終
的
に
税
金
を
負
机

す
る
も
の
が
間
接
税
で
す
。

こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
よ
く

も
ま
あ
税
金
を
取
ら
れ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
悦
金
の
負

抑
状
況
を
示
す
も
の
に
机
税
負

抓
率
が
あ
り
、
こ
れ
を
柵
外
川

に
比
べ
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ

ニ
ヒ
・
九
計
、
イ
ギ
リ
ス
三
し

・
二
評
、
Ｗ
ド
イ
ツ
三
○
・
几

詞
、
フ
ラ
ン
ス
二
七
・
九
評
、

藤
元
清
氏

勲
六
等
瑞
宝
章
受
章

Ｈ
本
一
七
・
八
訂
と
な
っ
て
お

り
、
わ
が
川
は
か
な
り
低
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。
税
金
を
納
め

る
と
き
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
考

え
て
、
ｎ
発
的
に
納
税
い
た
し

士
卜
‐
し
レ
ム
■
７
．

税
金
に
つ
い
て
、
小
か
ら
な

い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
虹
孵
に

几
所
川
脱
税
拐
料
、
ま
た
は
役

珊
税
務
郷
へ
お
川
で
下
さ
い
。

み
ず
そ
め
推
拐
を
会
う
し
た
．
．

Ｉ
六
年
間
が
認
め
ら
れ
て
今
川

の
受
噸
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
圭
で
も
消
防
庁
災
Ｗ
炎

彰
の
、
水
年
勤
統
功
妙
欺
な
ど
多

く
の
炎
彰
を
受
け
て
い
る
藤
沁

氏
は
、
「
尺
咽
・
県
脈
川
陛
卜

に
女
・
肪
此
々
お
会
い
で
き
て
本

淵
に
う
れ
し
い
・
描
院
で
入
院

し
て
い
た
の
で
、
体
を
人
小
に

し
て
い
き
た
す
。
」
と
、
陛
下
に

拝
渦
し
た
と
き
の
上
う
す
を
艦

っ
て
く
れ
渡
し
た
。

．
。
耐
え
、
こ
の
ま
ま
で
は
又

亦
宇
川
体
に
幅
然
し
そ
う

で
あ
る
。

し
か
し
、
来
年
腱
雌
没

の
郁
々
悦
業
と
は
別
に
近

唄
強
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と

は
、
淵
町
に
も
そ
ろ
そ
ろ

「
町
趾
体
育
航
」
が
雌
非

必
婆
だ
と
い
う
こ
と
。

ス
キ
ー
熱
は
別
格
と
し

て
も
、
水
泳
、
球
技
群
、

腓
人
か
・
し
老
人
に
張
る
ま

で
、
川
と
金
木
町
雌
の
ス

ポ
ー
ツ
好
き
な
こ
と
か
、

輿
の
休
Ⅱ
は
ト
レ
パ
ン
礎

が
溢
れ
る
ば
か
り
・

町
雌
体
育
齢
の
姓
役
が

必
甥
。公

別
、
斜
陽
航
、
太
宰

衝
料
餓
と
、
「
太
宰
の
町

」
は
い
よ
い
よ
金
川
的
な

観
光
の
町
に
唯
川
す
る
Ⅱ

は
近
い
。

昭
椥
侃
ト
ミ
年
腱
は
、

趣
進
物
関
係
だ
け
で
も
、

統
合
金
木
小
学
校
、
幼
帷

剛
、
保
育
所
、
淵
膿
つ
き

の
柵
祉
セ
ン
タ
ー
、
金
木

柄
院
新
築
等
、
そ
の
剛
仙

蜘
唯
欣
は
人
変
な
も
の
で

あ
る
。亦

乍
を
解
澗
Ｌ
、
尚
肌

つ
喋
卜
余
町
村
で
岐
澗
の

累
俄
拠
乍
を
川
し
た
と
は

あ防
挨
で

＝＝＝■■一一合一‐＝ー~ー＝

（2）



金…木…だ…よ…り

わ
が
脚
で
は
、
毎
年
哩
川
、

Ｈ
を
雌
終
Ⅱ
と
す
る
一
週
間
を

「
人
椛
週
間
」
と
し
、
法
務
竹

お
よ
び
全
川
人
椎
擁
謹
委
口
連

合
会
の
共
催
に
よ
り
、
各
柿
間

係
諸
機
間
の
協
力
の
も
と
に
、

〃
第
二
十
九
回
人
権
週
間
″

岨
月
色
日
～
叩
日

広
く
脚
氏
に
人
椛
愈
搬
の
岫
掘

を
呼
び
．
か
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
第
二
十
九
Ｍ
人
樅

週
間
」
に
お
け
る
強
洲
堺
項
は

「
人
惟
の
共
存
ｌ
明
る
い
近
隣

関
係
を
築
こ
う
ｌ
」

、
「
部
然

差
別
の
解
澗
」
お
よ
び
「
叶
人

の
地
位
川
ｆ
」
で
す
。

「
人
椛
の
此
仔
」
に
つ
い
て

は
、
雌
近
に
お
い
て
も
、
社
会

の
各
分
野
で
、
内
己
の
椛
利
の

み
を
主
推
し
て
他
人
の
人
樅
を

Ⅶ
み
な
い
と
い
う
肌
潮
が
兄
受

け
ら
れ
、
Ｈ
術
生
澗
の
巾
に
も

こ
れ
に
起
側
す
る
と
思
わ
れ
る

人
椛
問
題
が
多
発
し
て
い
る
現

状
に
か
ん
が
み
て
、
こ
の
人
惟

の
共
存
の
帖
神
を
、
雌
も
芽
近

金
木
町
で
は
、
師
年
体
育
の

Ⅱ
を
記
念
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
功

労
背
を
衣
彰
し
て
い
史
す
が
、

今
年
腱
は
あ
す
な
る
脚
体
や
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
芽
障
背
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
活
蹄
し
た
次
の
八
箔

を
炎
彰
し
ま
し
た
。

几
鯉
角
川
無
（
柔
道
）

教
典
外
崎
雅
補
（
陸
化
）

か
な
地
域
社
会
で
あ
る
近
隣
社

会
に
お
け
る
Ⅱ
術
生
涌
の
行
肋

の
な
か
で
実
現
し
よ
う
と
呼
び

か
け
る
も
の
で
す
。

「
部
然
差
別
の
解
椚
」
は
、

川
抑
対
策
蛎
推
特
別
州
悩
法
が

施
行
さ
れ
て
既
に
人
年
を
絲
過

し
て
い
る
が
、
一
昨
年
に
「
部

耕
地
砧
総
鑑
」
と
い
う
部
落
擁

別
を
拡
大
助
災
す
る
繩
め
て
恕

噛
な
冊
子
が
川
版
さ
れ
、
か
な

り
の
企
業
が
朏
人
し
て
い
た
術

火
が
川
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
後

も
次
々
と
凱
似
蛎
件
の
発
唯
が

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
．

近
隣
・
学
校
・
職
甥
弊
に
お
い

て
も
、
部
然
差
別
に
よ
る
人
椛

金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

八
名
が
受

一

金
岡
荒
関
秀
悦
（
屯
雌
挙
）

″
瑞
川
誠
（
〃
）

″
伝
法
芥
勝
（
〃
）

一
般
ｎ
川
陵
ｆ
（
洋
必
）

金
岡
珊
川
柵
（
砿
肢
挙
）

″
中
畑
尖
（
〃
）

柔
通
少
年
の
郁
で
仙
術
鋪
三

位
の
角
川
幸
さ
ん
、
陸
止
山
○

○
メ
ー
ト
ル
鋪
叫
位
の
木
造
間

侭
桝
が
跡
を
絶
た
な
い
現
状
に

あ
る
た
め
、
い
ま
な
お
潜
在
す

る
蛙
別
観
念
を
早
急
に
解
消
し

よ
う
と
い
罪
も
の
で
す
。

ま
た
「
姉
人
の
地
位
血
上
」

は
、
本
年
一
Ⅱ
二
卜
し
Ⅱ
に
姉

人
問
題
企
川
推
進
本
部
に
お
い

て
「
川
内
行
勤
計
剛
」
が
決
定

さ
れ
、
今
後
十
年
川
の
腱
望
に

た
っ
て
、
わ
が
脚
に
お
け
る
姉

人
川
越
に
つ
い
て
の
Ⅱ
標
と
梛

迦
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
れ
に

柵
っ
て
施
飛
を
剛
川
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
こ
と
に
作
な
い
、
姉

人
い
地
位
向
上
の
た
め
叫
女
平

弊
の
剛
念
の
一
肘
の
杵
及
尚
柵

を
刈
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

人
椛
川
越
で
お
川
り
の
方
は

人
樅
擁
識
委
典
か
、
雌
寄
り
の

法
務
肋
に
ご
椰
淡
ｆ
さ
い
・

金
木
町
で
は
、
次
の
か
た
が

た
が
人
椛
擁
瀧
委
幽
に
委
咽
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
巾
祥
化
太
郎
（
川
介
）

二
’
三
○
一
二

○
坂
本
義
宵
（
涛
良
巾
）

二
’
二
：
Ｘ
六

○
神
品
安
次
（
粥
瀬
）

三
’
二
肌
三
三

○
伊
丸
岡
没
血
郎
（
謀
良
巾
）

二
’
三
○
七
二

○
伊
藤
雌
市
（
金
木
）

二
’
二
九
○
三

教
幽
外
崎
雅
補
さ
ん
、
服
雌
挙

優
勝
の
荒
側
秀
悦
さ
ん
、
準
催

勝
の
璃
川
賊
さ
ん
、
第
六
位
の

仏
法
秤
勝
さ
ん
、
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
鋪
一
位
・
枕
脈
碓
投
鋪
一
位

の
、
川
陵
ｆ
さ
ん
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
唯
雌
諮
輔
六
位
の
瑞
川
浩

さ
ん
・
小
畑
実
さ
ん
と
い
ず
れ

も
県
内
外
に
お
い
て
、
叫
町
の

端
を
商
か
ら
し
め
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
多
大
な
貢
献
を
為
し
た

も
の
で
、
今
後
の
発
峻
を
火
い

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一曹一 一
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婦 人 会 も 食 堂 で 大 奮 闘おいしいかい？ うん.ノ

ト
ー
川
は
源
駛
所
俳
悦
の
年

末
捌
惟
の
川
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
糾
税
は

伽
川
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の
支

給
の
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
‐
川
の

給
料
に
対
す
る
税
金
は
慨
節
的

な
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
年
間

合
冊
和
は
、
一
年
川
の
給
リ
総

棚
に
対
す
る
服
規
な
税
額
（
年

税
額
）
と
は
一
致
し
な
い
の
が

杵
通
で
す
。
｜
両
た
め
、
そ
の

年
雌
後
に
給
料
が
支
払
わ
れ
る

と
き
に
そ
の
韮
額
を
緒
節
し
ま

す
。
こ
れ
が
年
水
洲
幣
で
す
。

年
水
洲
幣
で
は
、
扶
捉
搾
除

や
生
命
保
険
料
搾
除
、
二
年
Ⅱ

以
降
の
住
宅
取
柵
搾
除
な
ど
が

付
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
搾

除
の
金
赦
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
杵
さ
ん
が
勤
傍
先
に
提
川
す

る
叩
杵
件
に
上
っ
て
汁
卯
さ
れ

ま
す
の
で
、
映
り
の
な
い
叩
杵

を
す
る
こ
と
が
人
切
で
す
。

な
お
、
多
械
の
腱
旅
岱
を
支

払
っ
た
場
合
の
腿
療
挑
搾
除
や

災
脊
に
あ
っ
た
場
合
の
雑
拙
控

除
な
ど
を
受
け
る
に
は
、
税
務

料
に
確
定
申
杵
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

（
税
コ
ー
ナ
ー
）

、

口 ー ＝ ’ヒヘヘゴ

（4）
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し
り
Ｐ

１

１
８

４

守

Ｉ

■
．
ｄ
Ｂ
ｒ

｡ △ ｜

L

凸

､

4
こぼさないでね～ｰ

おらだじの唄．きいで|ナヘえ～

茜
祉
鋼
岫
恥
峨
垂
皿
睡
糖
錘
姓

》
験
す
る
な
ど
に
上
り
地
方
、

函
沿
や
脚
政
へ
の
参
加
に
つ
い

一
て
ｎ
分
、
芽
で
経
験
し
た
り

一
辨
蛭
準
郷
畦
に
甦
唯
逵
祁
遮

一
（
辨
鋤
伽
岬
峨
一

吋
一
六
○
○
や
以
内

凸

■

凸

■

L

■

中

（
応
弊
溢
格
）

昭
椥
把
年
ｌ
川
１
Ⅱ
か
ら

昭
利
椰
年
旭
川
狐
Ⅱ
ま
で
に

川
牝
し
た
背
。

（
締
切
Ⅱ
）

〃
叩
Ⅱ
ゾ
】
砿
Ｉ
リ
】
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ

伽
Ⅱ
Ｔ
Ｔ
５
イ
ー
Ｉ
ｊ
ｑ
ｊ
ｌ

（
門
Ⅱ
澗
印
灯
劫
）

（
叩
込
み
．
そ
の
他
）

金
木
町
世
稚
播
剛
委
幽
会

（
役
塒
内
線
ｗ
番
）
へ

ど
う
ぞ
。

第2会場では農作物の展示

＝

（
Ｈ
Ⅱ
Ｍ
川
介
）

荒
昨
川
粘
（
川
美
）
金
水

灘
川
ｒ
輿
（
光
守
）
恥
瀬

巾
芥
志
保
（
繁
）
川
介

叩
野
俊
淀
（
治
）
余
水

小
林
梢
（
勝
彦
）
余
水

脈
川
岨
（
吠
光
）
恥
瀬

小
松
脈
也
（
帷
淀
）
班
湘

川
叩
椥
弥
（
艸
椎
）
蝿
瀬

小
野
蛎
弘
（
旺
昭
）
余
水

向
川
祁
叩
子
（
推
服
）
川
介

柵
止
州
海
（
肺
二
余
水

川
川
稚
成
（
放
火
）
余
水

野
Ｈ
化
央
（
淌
作
）
斑
猟

加
藤
梨
弁
（
楜
維
）
洋
良
巾

Ⅸ
藤
麻
肥
ｆ
（
孝
）
川
ｎ

木
村
捷
樹
（
繁
孝
）
金
水

松
川
さ
お
り
（
義
挙
）
班
瀬

伽
川
沽
代
（
光
叫
）
金
水

＝

毎 …ダ臣ｱｰｰｰｰ~‐~~~~~_~~~~ ■全一▲▽▲＝▲一一=ユー一'
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’
工
藤
進
謹
（
一
弘
）
辮
良
市

山
川
嗣
章
（
正
二
金
木

西
村
公
窓
（
正
三
謀
良
市

杉
山
美
里
（
良
博
）
中
柏
木

側
恢
太
（
恋
沽
）
金
木

中
谷
雌
人
（
時
雄
）
川
命

徳
田
佐
知
子
（
爪
夫
）
時
川

嶋
海
純
子
（
一
三
）
班
瀬

藤
川
明
子
（
佳
也
）
金
木

（
９
凡
服
川
分
）

米
祥
催
（
滴
ご
謀
良
市

鈴
木
党
（
英
明
）
斑
瀬

沢
川
裕
史
（
滴
）
斑
瀬

松
山
彩
呑
（
拓
利
）
金
木

内
川
知
子
（
正
行
）
金
木

丹
場
栄
達
（
淌
人
）
金
木

木
村
和
佳
子
（
裕
悦
）
金
木

渋
容
和
樹
（
良
迦
）
金
木

宮
館
吹
樹
（
勝
雄
）
蒋
良
市

花
川
和
秀
（
享
二
斑
瀬

間
橘
理
忠
（
宏
治
）
金
木

桝
岫
打
紀
（
勝
）
謀
良
巾

人口と世帯数

男
女、ノ

ｆ臼
一

却
岬
州
皿
叫
一

７
７
４
３
Ⅱ
一

７
７
７
７
１
Ｊ

１
上
ｚ
－ ｅ

－

菊
地
奈
緒
（
進
）
金
木

岬
Ⅲ

徳
川
倫
朗
（
洋
光
）
金
木

嫌
川
士
子
（
忠
）
班
瀬

成
川
忠
美
（
久
雄
）
金
木

～、／一、一一、一、～、へへ一一、一一～へ〆へ
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おめでとう
一
範
（
順
一
）
金
木

（
８
Ⅱ
川
川
分
）

（
劫
恥
睡
毒
一
“
畔
一
》
睡
跡

（
叫
軸
識
訓
一
睡
橲
一
榊
岬
畔

へ
山
川
繁
広
言
垂
金
木

一
布
戸
谷
ぬ
い
子
（
俊
雄
）
稲
虹

（
畔
柵
雌
迄
一
峠
一
幸
鈍
海
極

（
卿
識
一
弐
一
職

（
馴
蝿
一
挺
一
鰊

（
州
潅
獅
｛
睡
野
卿

（
９
Ⅱ
川
川
分
）

（
蛎
却
芥
鋤
極
一
部
唖
一
畔
川
岫

（
榊
離
弘
訓
辿
搾
鉦
唯
一
》
つ
”

（
軸
剛
み
姉
蓉
一
朴
唖
一
識
良
榊

（
雑
岬
キ
華
荊
一
緋
州
一
潅
血
癖

（
鮒
亦
流
恋
輌
）
搬
噛

へ
今
芳
光
万
五
川
郎
）
喜
良
市

一
後
藤
洋
子
二
血
）
鯵
ヶ
沢

へ
石
戸
谷
久
治
（
秀
雄
）
金
木

／
内
川
律
子
（
定
右
術
門
）
金
木

（
刎
凹
岼
唯
《
垂
葎
州
一
辨
叫
耐

（
岬
雌
久
識
一
癖
垂
一
幟
森
林

（
州
岬
茂
秘
一
蛙
僻
一
釧
良
耐

（
瞬
畷
璃
燕
蹄

（
に
郡
正
玲
迄
李
痙
堆
一
御
里
袖

（
峰
恥
柾
砕
一
却
獅
一
鉢
所
柿

（
榊
鞆
ハ
盤
幸
一
惟
岬
一
雄
阪
僻

（
洲
岫
“
確
一
岬
洋
一
催
哩
岬

年
賀
状
は
十
二
月
二
十
日
ま
で

小
包
は
十
二
月
十
五
日
ま
で
に

お
出
し
下
さ
い
。

※
郵
便
番
サ
、
あ
て
名
は
、
は
っ
き
り
と
ノ

-おくやみ一
申しあげます

磐塁圏

（
８
Ⅱ
川
川
分
）

成
川
ト
ヨ
（
万
）
金
木

斎
藤
八
千
代
（
師
）
班
瀬

松
江
ト
キ
（
脚
）
金
木

加
藤
柵
蝿
（
団
）
卉
良
巾

斎
藤
仏
作
（
的
）
恥
瀬

占
川
い
せ
（
卵
）
謀
良
巾

木
下
叫
郎
（
祁
）
恥
瀬

今
定
次
郎
（
帥
）
蒔
良
巾

Ⅸ
藤
揃
二
郎
（
卵
）
金
木

小
野
柾
太
郎
（
錦
）
蒋
良
巾

鵬
川
附
四
郎
（
万
）
粥
瀬

、
川

（
９
Ⅱ
刎
川
分
）

士
唯
こ
よ
（
礎
）
溌
瀬

棟
カ
ゾ
ノ
（
だ
）
稗
良
巾

沢
川
久
版
（
小
）
班
瀬

桜
庭
ト
メ
（
龍
）
謀
良
巾

工
藤
佐
一
郎
（
汀
）
川
倉

促
尼
謀
代
太
郎
（
団
）
金
木

松
尼
松
太
郎
（
師
）
金
木

奈
良
す
み
（
万
）
斑
瀬

平
川
キ
ヨ
（
妬
）
班
瀬

花
川
和
治
（
”
）
金
．
木

三
止
恭
太
郎
（
帥
）
菩
良
市
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稲川害111喜害蒔稲
城良里良良畑
村倉市町市市剛村

今
川
か
ら
、
「
や
あ
町
災
で

す
」
と
「
チ
ビ
ヅ
コ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
」
を
掲
赦
し
ま
し
た
。

「
や
あ
町
促
で
す
」
で
は
、

町
促
に
対
す
る
価
間
・
意
見
な

ど
を
取
り
ｌ
げ
て
会
話
式
で
戦

せ
る
こ
と
も
汁
川
し
て
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
愈

兇
を
待
っ
て
い
ま
す
。

「
チ
ビ
ヅ
コ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

は
、
今
川
金
木
小
学
校
か
ら
で

し
た
が
、
次
川
は
川
倉
小
学
校

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

の
拭
み
な
の
で
、
取
材
に
行
っ

た
と
き
、
話
し
て
く
れ
な
い
の

で
は
と
思
い
ま
し
た
が
、
や
は

り
現
代
っ
子
。
は
っ
き
り
と
し

た
蔵
兄
に
、
こ
っ
ち
が
お
ど
ろ

い
た
ほ
ど
。
テ
ー
マ
の
「
町
及

に
な
っ
た
ら
や
り
た
い
こ
と
」

は
、
子
供
ら
が
拷
え
て
い
る
金

木
町
弓
く
り
を
表
面
に
出
し
て

く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
内
の
グ
ル

ー
。
フ
斫
動
・
奉
仕
澗
励
な
ど
を

城
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
惜
報
を
待
っ

て
い
ま
す
。
緬
喋
は
企
側
室
で

し
て
い
ま
す
。

》
繍
灘
繍
繍
》

（6）
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